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3)西山武男 ･棒曲茂久 ･伊藤麻里千 ･木村順
























































































































































































































































































































4)花井政子 ･森山昭彦 ･河合洋子 ･景山節 ･正
木茂夫 ･米将敏 (1998)マウスミオシンXの組
拭分布 ･細胞分れ 第71回日本生化学会 (1998
年10月､名古屋).生化学 70:791.













8)景山節 ･-瀬雅夫 ･三木一正一･森山昭彦 ･河










10)菊池有純 ･中村仲 ･平井百合子 ･島田逸人･












13)成松組雄 ･丸尾剛 ･都築大輔 ･山本重雄 ･大























18)重森千番 ･和田英夫 ･中崎隆弘 ･松本好fTf･












21)武田成彰 ･永刑事寿 ･結未秀一 ･日苗愛一




22)再木秀一 ･中村伸 ･日暮愛一郎 ･岡本好司･




23)山地他人 ･中村伸 ･常松雅子 ･永井脚式 ･大




24)山地健人 ･中村伸･常松雅子 ･角尾肇 (1998)
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二ホンザル花粉症モデルの作山と減感作嫉法の
拭み､耶14回日本盟長柄学会 (1998LF･6F7､岡
山).霊長規研究 14:256.A
25)リナ･ステイアジ･パンパン･スリョプ ロト･
竹中修(1998)スラウェシマカクの起源と進化｡
耶14回日本霊長柳学会 (1998年6月､岡山)盟
長切研死14:253.
二ホンザル野外観察施設
大将秀行 (施設長･兼)･接遇邦夫･
室山泰之1)･足滞貞成2)
本施設の運営は､上記3教官のほか.鈴木
兄 (社会構造分野)の協力を得て進められた｡近
年､野生ニホンザルの人里へのは近と､崩作物披
辞の増加が全国各地から報告されるようになっ
た｡一方で日本国有税であるニホンザルの保班管
理学､あるいは保全生物学の分野をより充突させ
るべきだとの､社会的な要調も強くなっている｡
こうした状況の変化にあわせて､本施設の研究内
容も少しずつ変わってきている｡すなわち､各地
研究林.視察ステーションを維持し､基本的な生
態学的fi料の収集を続け､長期継続視察研究の基
盤位偏をするという本来の活動を行いながらも､
それに加えて野生ニホンザルの保全生物学的な研
死､およびその拠点としての活動にも械極的に取
り組んでいる｡今年度も具体的には､｢西日本ニ
ホンザル ･フォーラム｣の開催､本州各地野生ニ
ホンザル分布情報のとりまとめ､福井県等で行わ
れようとした野生ニホンザルへの避妊処田中入間
越の検討と撤回要言乱 鳥獣保甥法改正をめぐる間
招点の検討などが行われた｡
今年度は財政桐追改革法による15%予算別
か戊という､非常に苦しい状況の下での運営を強い
られた｡施設運営にかかわる経費は設立当時から
全く変わらないままであり,これまでも実質的に
は目減りするばかりであった｡人的な補充もまま
ならず､徐々に5ヶ所の研究林.観察ステーショ
ンの道営そのものが苦しくなってきていることは
否めない｡こうした現状認識から､下北 ･屈久
CJ･率Clの3研究林 ･税察ステーションにより血
点をおいた運営を行っている｡そのため上信越 ･
木田研究林での研究晴朗がややなおざりにされが
ちであるが,上記した保全生物学分野への取り組
みとも相まって､将来の新たな形での円編成を模
索している｡
平成10年腔の各地ステ⊥ションの状況は､次の
泊りである｡
1.帝CJ祝祭所
事由では昭和28年に餌付けが成功して以
来､全頭個体純別に誠づいた群れの長期継続観察
が行われている｡平成11年1月になって.5代目
ボス･ノソが31才で死亡した｡これは幸島で確認
された最長寿記録である｡それにともなって20才
になるケムシが6代目ボスになった.昨年の秋か
ら冬にかけて島内の自然食物が凸かだったため
か､16頭 (オス7､メス9)もの山産があり､内
5頭 (オス1､メス4)が年内に死亡した｡他に
ノソを含めて6瑚 (オス2､メス4)の死亡があ
り､平成11年3月の時点での島内の個体数は.マ
キグループ約10甥を含め98頚である｡今年の冬.
マキグループのボスもヨタカからトンボに変わ
り､また主群からメスのナス (9才)が移籍して
いるのが確認された｡その意味では､社会的変動
の激しい1年であった.
ここ歎呼は由との問にできた船だまりの方
に砂が溜まるせいか､.FI)は地続きになることが少
なくなっている.その.a･味では安定した管理が行
いやすい状態にあるが,釣り客の増加により,餌
となるオキアミを食う個体が増えており､その中
に含まれる防腐剤等の形轡が心配されている｡
｢事由独生息地保班対策検討委員会｣が文化庁の
指串の下に閃かれており,継続的に幸島の保全策
が議論されている｡また島内の宿泊施設が老朽化
してきたため､なんらかの補修が必要になってき
ている｡毎年､少しずつ宿泊施設の方に押し出し
てくる砂の蓄積も問題だが､いずれも根本的な解
決策は兄いだせないでいる｡今年度は森 (生態機
構分野)によってマキグループのグルービングの
ありかたが調査された｡
2.下北研究林
昨年度､下北半EIJ北西部の群れが南下して､
伺四郎域のサルと分布を捜するようになり､二つ
の個体群が合して一体となったことが確認されて
いる｡南西部からの南下は,これまで調査されて
きている下北-Z群の分裂によるものだが､その後
の経綿が今年度も継続観察の対象となった｡今年
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